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カネには生来縁遠 く,今 後 も(ま ず確実に)無

縁な者が世間と後生を恐れずに編んだ,カ ネにつ

いての本。著者 もまた,カ ネに縁のない老若の人

類学者たち(と 一人の社会学者)で す。と,こ こ

まで書いてきて,も うとっ くに愛想づか しされて

しまったに違いあ りません。で も,乗 りかかった

船。一応,以 下に内容紹介を試みてみま しょう。

今 日,資 本主義 という単一の世界システムが全

地球 を飲み尽 くしたように見えます。 しか し,カ

ネ(全 目的的貨幣)が 塩 や家畜 などの伝統 的な

(限定 目的的)「 貨幣」 に取って代 わり,暮 らしの

隅々に浸透 したのは,多 くの地域では比較的最近

のこと。それ以前は,暮 らしに埋め込 まれた全体

的交換の 「負債一義務」連鎖が社会関係を作 りだ

し,経 済ばか りか,倫 理や法 も規定する暮 らしの

柱 となって,共 同体を統合 して きました。

確かに,あ らゆる価値 を通分するカネは,生 産

と消費を分離 して伝統的な人間関係のしが らみか

ら人々を解放 し,自 由を与えました。でもそれは,

特定の相手 との固有の関係 を作 りだすためではな

く,利 得それ自体 を目的に再現のない物欲に衝 き

動かされ続ける交換 と,(今 や私 たちには馴染み

の)狐 絶 した生が地球の隅々にまで広がる端緒 と

もな りました。

世界各地の多彩な暮 らしに直に,し かも深 く接

して きた人類学者たちが,自 らの体験 を見つめ,

逸話を重視 し,自 らの思いを包み隠 さずに,自 由

に筆を揮った書物です。

(売れ残 りも省みないで)う 一ん とお得 な値段

に致 しました。 ご一読頂ければ幸甚。懐がちょっ

と寂 しくなる分以上に,豊 かな気持 ちになって頂

けます(で しょう〉。
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こう して始 めてみ る と,う ～ん,自 著紹 介 な ど

とい うもの は,も しかす る と,自 己紹 介以上 に難

しい ことなので は ないか と感 じてい る。 そ こで,

本 の 目次 を書 いてみ るこ とに した。
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* * *

御 覧 の よ うに,本 書 は,「 日本 人 の精 神 構造 」

の 「伝統 と現在」に関 わ る様 々なテ ーマ に対す る,

筆者 の試論 を まとめ た もので ある。本書 をプ レゼ

ン トした,一 人の心優 しい女性 に 「感動 した!…

……か な?」 と,謎 めい た批 評 の言葉 を贈 られた。
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